
海上ヤードの施工

RCケーソンの製作・施工

HBケーソンの製作・施工

Ｋ型護岸の施工

傾斜堤護岸の施工

辺野古地先水面作業ヤードの施工

二重締切矢板式護岸の施工

埋立工・地盤改良工の施工

燃料給油桟橋の施工

東側進入灯の施工

構造物別の施工の流れ
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図-2.4.2.43 海上ヤード平面図 

 

 
図-2.4.2.44 海上ヤード断面図
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図-2.4.2.45  海上ヤード 施工フロー 

 

 

 

図-2.4.2.46 ランプウェイ台船による捨石投入状況 
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図-2.4.2.10(1)  ケーソン式護岸 施工要領図（RC ケーソン） 
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Owner
テキストボックス
捨石天端の均し作業を行う理由は、仮置きするケーソンの底面が凹凸のある場所に設置するとケーソンの自重によって破損または変形する可能性があるため、製品の品質を維持するためには変加重がかからないように厳密に管理しなければならなく、人力による均し作業が必要である。
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線
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工　種

概　要　図

１) スリットケーソン遊水室下部の蓋コンクリート（水中コンクリー
ト）を、コンクリートミキサ船を用いて打設する。

１) 根固ブロック、被覆ブロックを起重機船で運搬し据え付ける。 １)

２)

３)

ケーソン据付後、ランプウエイ台船にて裏込材を投入する。

裏込材投入後、防砂シートを起重機船にて敷設する。

防砂シート敷設後、シート保護を目的として腹付材を投入する。

工　種

概　要　図

１)

２)

上部コンクリートは施工量が多いため、分割施工とする。

コンクリートミキサ船を用いて上部コンクリートを打設する。

施工概要

施工概要

⑥ 上部コンクリート工

⑤-2 裏込工④-2 蓋コンクリート工 ⑤-1 根固ブロック、被覆ブロック据付工

 

図-2.4.2.10(2)  ケーソン式護岸 施工要領図（RC ケーソン） 
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工　種

概　要　図

１)

２)

ランプウエイ台船により捨石を投入する。

捨石投入後、機械均しと人力（潜水士）により荒均し、本均しを行
う。

１)

２)

３)

１)

２)

大型クローラークレーンにより鋼殻ブロックを吊り上げて、鋼殻ブ
ロック間を溶接・一体化して鋼殻を製作する（大組立）。

鋼殻完成後、底版部および外壁部に配筋、コンクリート打設を行
う。（隔壁は、鋼板構造であるため、配筋・コンクリート打設は不
要である。）

工　種

概　要　図

１)

２)

１)

２)

施工概要

鋼板に形鋼等補剛材を溶接した後、鋼板を反転しスタッドを溶接して
パネルを製作する。（パネル製作）

パネルを組み立てて、鋼殻ブロックを製作する。（ブロック製作）

鋼殻ブロックを重量物運搬台車に搭載して、ドックまで運搬する。

施工概要

①-2 ケーソン運搬工,  ①-3 ケーソン進水・仮置工

ケーソンを半潜水式台船により海上運搬する。

ケーソン仮置場所付近で半潜水式台船を没水させてケーソンを引き出し仮置きする。

①-１ 基礎捨石工 ①-1 ケーソン製作工

外水位と同レベルになるまでドック内に注水し、その後、浮遊させたドックゲートを引船によりえい航
してドックを開放する。（ドックゲート内のタンクに注排水することによって、ドックゲート自身が沈
設・浮上する構造になっている。）

浮遊したケーソンを引船・押船によりドックから引き出す（出渠）。

工場製作 ドック内製作

※ 簡易化のため、ケーソン2函のみ図示した。

大組立 配筋・コンクリート打設

ドックゲート開放 ケーソン出渠

 

図-2.4.2.11(1)  ケーソン式護岸 施工要領図（ハイブリッドケーソン） 
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図-2.4.2.11(2)  ケーソン式護岸 施工要領図（ハイブリッドケーソン） 
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図-2.4.2.11(3)  ケーソン式護岸 施工要領図（ハイブリッドケーソン） 
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図 2.1.12 Ｃ－１護岸（大水深区間代表）標準断面図 

①

⑤
②

③

④

④

① 基礎捨石投入・均し 

② ケーソン函の据付 

③ 中詰砂の投入 

④ 蓋ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸの設置 

⑥

施行順序

以下、隅角部護岸まで同様 

⑤ 

⑦

⑧

⑨

⑤ 根固ﾌﾞﾛｯｸ・被覆ﾌﾞﾛｯｸの設置 

⑥ 目地板の設置 

⑦ 裏込石の投入 

⑧ 防砂シート敷設・腹付材投入 

⑨ 上部コンクリート打設 

user
タイプライターテキスト
02_添付図書-02_設計概要説明書（１／２）.pdf

Owner
長方形
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図 2.1.17 護岸(係船機能付)標準断面図 

①

⑤
②

③

④

④

① 基礎捨石投入・均し 

② ケーソン函の据付 

③ 中詰砂の投入 

④ 蓋ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸの設置 

⑥ 

施行順序 

⑦
⑧

⑨

⑤ 根固ﾌﾞﾛｯｸの設置 

⑥ 目地板の設置 

⑦ 裏込石の投入 

⑧ 防砂シート敷設・腹付材投入 

⑨ 上部コンクリート打設 

⑨

user
タイプライターテキスト
02_添付図書-02_設計概要説明書（１／２）.pdf

Owner
長方形
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図 2.1.2 Ｋ－１，Ｋ－２護岸標準断面図 

①② ②
③

④
④

① 基礎捨石投入・荒均し 

② 港外側・港内側被覆ﾌﾞﾛｯｸ設置 

③ 基礎捨石天端面の整地 

 (袋詰ｺﾝｸﾘｰﾄ・基礎砕石・均しｺﾝｸﾘｰﾄ)

④ 上部ｺﾝｸﾘｰﾄ打設・消波ﾌﾞﾛｯｸ設置 

⑤ 港内側(目潰し砕石・防砂ｼｰﾄ 

  敷設・腹付材の投入） 

⑤ 

施行順序

以下、K-8-1 護岸まで同様

user
タイプライターテキスト
02_添付図書-02_設計概要説明書（１／２）.pdf
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図-2.4.2.14  傾斜堤護岸 施工要領図 
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工 種 
傾斜堤護岸工 

①基礎捨石・被覆石投入工、②基礎捨石表面均し工・被覆均し工 ③基礎砕石工・袋詰コンクリート工・均しコンクリート工 

概 要 図

 

 

 

 

施工概要 

1)基礎捨石及び被覆石の投入は、投入箇所までダンプトラック（10t 積）によ
り運搬された石材をラフテレーンクレーン（25t）によりワイヤモッコを用
いて吊上げ投入する。また、投入補助にバックホウ（0.8m3）を配置する。

2)基礎捨石の天端高は C.D.L+3.10m であり、平均満潮位(H.W.L+2.20)より高い
ためバックホウ及び人力による陸上均しを行う。 

1)基礎捨石の表面均し完了後、基礎砕石投入、袋詰コンクリート及び均しコン
クリートの打設を行う。 

工 種 
傾斜堤護岸工 埋 立 工 

④上部コンクリート工 ⑤埋立工 

概 要 図

 

 

 

施工概要 
1)上部コンクリートの打設は、基礎工サイクルと同じ 1スパン 15m として打設
区分する。コンクリート打設はポンプ車により行う。 

1)埋立材は購入土砂等とし、ダンプトラック（10t）により陸上運搬する。施
工箇所まで運搬された購入土砂等は、ダンプトラックから直接埋立箇所へ投
入し、ブルドーザ（21t 級）により敷均しを行う。 

図-2.4.2.26 辺野古地先水面作業ヤードの施工要領図 

- 9 -

Owner
長方形



 

 

2
-
7
4
 

工　種

概　要　図

１) 杭打船（油圧ハンマ）により鋼管矢板を打設する。なお、鋼管矢板
打設に先立ち、導梁と導杭を設置しておく。

１)

２)

鋼管矢板を打設後、腹起し材を設置する。

腹起し材を設置後、タイ材を取り付ける。

１) タイ材の設置後、鋼管矢板上部（港内側、港外側）に上部コンク
リートを打設する。上部コンクリートの打設はコンクリートミキサ
船を用いる。

工　種

概　要　図

１)

２)

上部コンクリートを打設後、土運船にて運搬された中詰材を起重機
船にて投入する。

所定の高さまで中詰材を投入後、人力にて天端を均す。

１)

２)

上部コンクリートを打設後、ガット船にて中詰材を投入する。

所定の高さまで中詰材を投入後、人力にて天端を均す。

④ 上部工

施工概要

施工概要

① 鋼管矢板打設工 ③ 腹起し、タイ材取付工

⑤ 中詰工（浚渫土使用の場合） ⑤ 中詰工（購入土砂等使用の場合）

 

図-2.4.2.16  二重締切矢板式護岸 施工要領図 
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図 2.1.18 斜路標準断面図 

①

⑤

②

④

① 鋼管矢板の打設(背面側) 

② 鋼管矢板の打設(前面側) 

③ 腹起し・タイ材の取付 

④ 上部コンクリートの打設 

施行順序

③

⑤ 中詰材の投入 

④⑥
⑦

⑥ 基礎栗石の投入・均し 

⑦ 舗装コンクリートの打設 

user
タイプライターテキスト
02_添付図書-02_設計概要説明書（１／２）.pdf
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埋立工・地盤改良工施工要領

工　種

概　要　図

１)

２)

空港島内への埋立材の運搬は、ガット船等（購入土砂等）およびダ
ンプトラック（ダム周辺切土、空港島内切土）の使用を想定する。
埋立材運搬船からの払出しは、ガット船のバケットで行う。

１) 揚土した埋立材の重ダンプへの積込みは、ホイルローダにて行う。 １) 埋立材の運搬は重ダンプで行い、揚土バースから埋立地内を経由し
て、埋立場所まで陸送する。

工　種

概　要　図

１)
２)
３)

４)

重ダンプトラックにて直接埋立箇所に投入する。
投入した埋立材は、ブルドーザにて撒き出して締固める。
陸地と中仕切堤とで区分し、埋立区画を３区域に分割する（埋立区
域１～埋立区域３）。
埋立は、上物建築物が予定される埋立区域１から実施し、埋立区域
２、埋立区域３の順に埋め立てる。

１) 滑走路、誘導路、航空関連施設建屋、航空保安施設等の重要構造物
周りについては、液状化対策としてサンドコンパクションパイル工
法による地盤改良を行う。

施工概要

施工概要

　③ 埋立材運搬工　① 埋立材揚土工 　② 埋立材積込工

　④ 埋立工 　⑤ 地盤改良工

 

図-2.4.2.22  埋立工・地盤改良工 施工要領図 
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図-2.4.3.19(1)  燃料給油桟橋 施工要領図 
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図-2.4.3.19(2)  燃料給油桟橋 施工要領図 
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図-2.4.3.8(1)  東側進入灯 施工要領図 
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図-2.4.3.8(2)  東側進入灯 施工要領図 
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